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さ

あ

雪

だ

二
月
二
十
八
日
、
北
九
州
地
方
は
今

年
は
じ
め
て
の
雪
が
積
り
、
子
供
た
ち

は
大
喜
こ
び
。

大
人
た
ち
が
革
の
ス
リ
ッ
プ
な
ど
で

頭
を
い
た
め
て
い
る
の
を
よ
そ
に
子
供

た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
、

こ
こ
町
立
第
ｔ
保
育
園
で
は
、
き
っ

そ
く
元
気
い
っ
ぱ
い
な
園
児
た
ち
が
グ

ラ
ン
ド
に
と
び
だ
し
、

夷
白
い
雪
の
上
を
走
り
回
り
自
分
の
足

跡
に
満
足
す
る
子
、
雪
だ
る
ま
を
作
り

大
き
さ
を
自
慢
す
る
子
、
雪
を
ま
る
め

て
先
生
め
が
け
て
「
え
い
」
雪
合
戦
を

す
る
子
、
半
そ
で
で
寒
さ
忘
れ
て
ホ
ッ

ペ
を
真
赤
に
し
て
遊
び
回
る
子
な
ど
、

年
に
何
回
か
の
雪
と
の
接
触
を
思
う
存

分
清
興
し
た
二
日
と
な
り
ま
し
た
。
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確
定
申
告
は

3

月

1

5

日

ま

で

住
民
税
と
所
得
税
の
確
定
申

告
の
期
限
は
三
月
十
五
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
申

告
が
す
ん
で
な
い
人
は
必
ら
ず

三
月
十
五
日
ま
で
に
申
告
し
ま

し
ょ
告
。

住
民
税
‥
．
…
・
役
場
住
民
課
課
税

係

所
得
税
…
…
若
松
税
務
署
　
一
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国民年金

保
健
料
が
四
月
か
ら

2

2

0

0

円

が

2

7

3

0

円

に

昭
和
五
十
三
年
四
月
か

ら
国
民
年
金
の
定
額
保
険

料
が
、
こ
れ
ま
で
の
一
か

月
二
千
二
百
円
か
ら
二
千

七
百
三
十
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
保
険
料
が

上
が
る
の
で
し
ょ
う

老
齢
年
金
を
始
め
と
し
て
障
害
年
金

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金

寡
婦
年
金
、
死
亡
一
時
金
の
受
給
の
支

給
に
必
要
な
費
用
は
み
な
さ
ん
か
ら
納

め
ら
れ
た
保
険
料
、
保
険
料
積
立
金
の

利
息
、
そ
れ
に
国
が
年
金
給
付
額
の
三

分
の
一
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
年
金

を
増
額
す
る
た

め
に
は
ど
う
し

て
も
、
そ
の
財

源
で
あ
る
保
険

料
の
引
き
上
げ

が
必
要
に
な
る

納め忘れの保険料

はありませんか

昭
和
五
十
二
年
度
分
の
国
民
年
金
の

保
険
料
は
も
う
約
め
ら
れ
ま
し
た
か
、

何
か
月
も
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

保
険
料
の
額
が
大
き
く
な
り
一
度
に
納

め
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
ば
か
り
か
、

不
測
の
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に
障
害
年

金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
と
き
に

あ
わ
て
て
保
険
料
を
納
め
て
も
間
に
合

い
ま
せ
ん
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

困
ら
な
い
た
め
に
も
忘
れ
ず
に
納
め
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
れ
ば
、
西
月

末
日
ま
で
に
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
ど

う
し
て
も
困
難
な
場
合
は
納
付
免
除
の

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
年
金
係
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ト
リ
ム
・
マ
ラ
ソ
ン
福
岡
大
会

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

わ
け
で
す
。
も

と
も
と
現
在
の
年
金
の
支
払
い
に
必
要

な
一
人
当
り
の
保
険
料
は
、
計
算
上
五

千
百
五
十
円
と
な
り
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
の
負
担
が
急
に
増
え
る
こ
と
を
避
け

る
た
め
、
毎
年
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
一
か
月
四
百
円
で

す
。

老
齢
年
金
は
こ
の
よ
う
に

計
算
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
老
齢
年
金

は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
保
険
料
を
免
除

さ
れ
た
期
間
を
合
せ
て

2
5
年
以
上
（
昭
和
5
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
は
、
生
年
月
日

に
よ
っ
て
こ
の
2
5
年
は

1
0
～
2
4
年
ま
で
に
短
く

き
れ
て
い
る
）
あ
る
人

に
6
5
歳
か
ら
支
給
さ
れ

る
年
金
で
す
が
、
そ
の

年
金
観
は
次
の
よ
う
に

計
算
さ
れ
ま
す
。
あ
な

た
も
「
〓
］
の
中
に
自
分
の
数
字
を
入
れ

て
計
算
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

体
力
つ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
誰

で
も
、
い
つ
で
も
、
容
易
に
で
き
る
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
3
月
1
9
日

受
付
　
1
1
時
1
1
2
時
1
5
分

▼
集
合
場
所
　
芦
屋
ポ
ー
ト
レ
ー
ス
場

▼
実
施
種
目

川
ジ
ョ
ッ
キ
ン
グ
の
部

初
心
者
対
象
。
指
導
者
の
指
導
に
、

よ
っ
て
約
5
短
を
ゆ
っ
く
り
走
っ
た
り

歩
い
た
り
し
な
が
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
方
法

を
覚
え
る
（
参
加
者
全
員
に
参
加
記
念

品
を
交
付
）

の
1
0
血
走
の
部

日
頃
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り

1
0
血
を
完
走
出
来
る
者
。
時
差
式
ス
タ

ー
ト
で
出
走
し
、
1
0
短
を
自
分
の
ペ
ー

ス
で
走
る
。

▼
参
加
資
格

の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
の
部

小
学
生
以
上
の
男
女

脚
1
0
短
の
部

1
5
歳
以
上
の
男
女

未
成
年
者
は
、
保
護
者
と
十
分
相
談

の
う
え
申
込
む
こ
と
。

▼
申
込
方
法

0
1
人
1
種
目
と
し
、
官
製
ハ
ガ
キ
に

記
載
事
項
を
記
入
し
て
、
3
月
1
1
日
ま

で
必
着
の
こ
と
（
当
日
受
付
も
よ
い
）

▼
参
加
料

い
ジ
ョ
ッ
キ
ン
グ
の
部

脚
1
0
血
走
の
部

五　一

〇　〇

〇　〇

円　円

⑳軋瓢円×画重画＋Ｌ瑚∃×幽された璃）
3

×如ステイ噂　　物価スライド率＝Ｌ桝

⑧瓢円×匝商餅を納め印画
一朝命年金書匡◎＋②

◎匝恥…鮒×塑票等聖〕
Ｘ細スライ膵　　年鏑巨①＋⑧＋⑨

ま
た
、
老
齢
年
金
を
受

け
る
に
必
要
な
期
間
が
1
0

年
～
2
4
年
に
短
く
さ
れ
て

い
る
人
で
加
入
期
間
が
2
5

年
未
満
の
人
（
昭
和
5
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）
に
は
、
更
に
次
の

額
が
加
え
ら
れ
ま
す
。
老

齢
年
金
を
繰
上
げ
請
求
す

れ
ば
請
求
時
の
年
齢
に
よ

り
一
定
額
が
割
引
さ
れ
ま

す
。

米
飯
提
供
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

＜申込み様式＞

往　　　借　　　返　　　信

［ＥＥ】 〒旺】コ トリム・マラソン
楯同大会に奮加を

ト　　　 掘
り　　 県 同

♯　　 住 申込みます。
昭和 年 月　 日

実 ム　 赦 市 何 人 ◎奉加種目

窒 ； 淳 宝 も 氏　 所 ◎本人氏名

員 ラ　 指 区 書
名　 ．

◎住　 所

Ａ ソ　 導 西 か ◎性別年令
享 ン　 顔中 受 ◎自宅ｔ蘇

務福　 一 州 い ◎トレーニング状況
局岡　 部 6

行套　 貼

課
内

（どちらかに○印）

8 威している
全くしていない
◎利用する交通機関
自官用車・市営パス
その他

㊥
飲
食
店
、
旅
館
、
料
理
店
、
す
し
屋

レ
ス
ト
レ
ン
な
ど
で
米
飯
を
提
供
す
る

業
者
は
、
県
知
事
に
申
請
し
て
米
飯
提

供
業
者
の
登
録
を
受
け
る
よ
う
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

㊥
こ
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
、
業
務

用
米
の
購
入
、
米
飯
の
提
供
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る

か
た
は
3
月
2
9
日
に
一
斉
登
録
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
間
に
合
う
よ
う

早
目
に
登
録
申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

、100
ま
だ
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た

0
5
3
年
4
月
1
日
か
ら
営
業
を
始
め
る

予
定
の
か
た

0
5
3
年
2
月
3
1
日
を
も
っ
て
有
効
期
限

の
満
了
す
る
か
た

㊥
こ
の
時
期
に
遅
れ
て
営
業
を
開
始
し

よ
う
と
さ
れ
る
か
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ
営

業
開
始
の
3
0
日
間
前
ま
で
に
登
録
申
請

さ
れ
る
よ
う
お
顧
い
し
ま
す
。

㊥
今
回
登
録
さ
れ
れ
ば
Ｓ
か
年
間
有
効

で
あ
り
ま
す
。
法
律
に
違
反
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

㊥
登
録
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、

役
場
住
民
係
で
受
け
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
は
県
農
林
事
務
所

ま
た
は
県
庁
農
政
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

鴫魁兇／
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入
居
者

町
で
は
、
吉
田
団
地

の
耐
火
構
造
五
階
建
、

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

及
び
二
、
下
二
、
吉
田

垣
添
、
頃
末
、
猪
熊
団

地
の
昭
和
五
十
三
年
度

空
家
町
営
住
宅
入
居
希

望
者
の
募
集
を
行
い
ま

す
。

希
望
さ
れ
る
か
た
は
早
め
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

㊥
申
し
込
み
受
付
期
間

5

3

年

3

月

1

5

日

～

3

月

2

9

日

㊥
申
し
込
み
用
紙
の
交
付

役
場
住
民
課
（
3
月
1
2
日
か
ら
）

㊥
申
し
込
み
先

役
場
住
宅
課
住
宅
管
理
係

㊥
申
し
込
み
資
格

も
日
本
国
籍
を
有
し
、
水
巻
町
内
に

の
募
集

住
所
ま
た
は
、
勤
務
場
所
を
有
す
る
こ

と
。㊥
す
で
に
同
居
し
、
ま
た
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て

い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
者
、
そ
の
他
婚
姻
の
予

約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

㊥
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
別
表
Ｉ
に
か
か
げ
る
基
準
の
収
入

で
あ
る
こ
と
、
な
お
、
障
害
者
、
寡
婦

老
人
（
7
0
歳
以
上
）
、
老
年
（
6
5
歳
以

上
）
の
扶
葦
控
除
が
あ
り
ま
す
、
く
わ

し
く
は
住
宅
課
住
宅
管
理
係
へ
。

㊥
入
居
者
の
決
定
．

町
長
が
入
居
者
の
資
格
な
ど
を
調
査

し
、
住
宅
困
窮
度
に
応
じ
、
公
開
抽
選

で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
み
は
一
世
帯
で
一
戸
し
か
で
き

ま
せ
ん
。
ど
の
種
静
に
申
し
込
む
か
を

決
め
て
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
受
付

け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

単位：円（年収（）内は月収）

種

別
収 入 基 準 扶 養 家 族

0 人
°
1 人

°
2 人

°
3 人

〃
4 人

第
47 ，㈱ 0 円 1，α減，（氾0 1，淡 1，％ 9 1．7 0 5，9 9 9 2 ，鵬 9，9 9 9 2 ，3 9 1 ，的 9

を こ え
（朗 ，餌6） （1 1 1，幻 3） （1 4乙 1 6 6 ） （1 7 0，亀 3） （19 9，3 3）

1 ｌ ｉ ｉ ｉ 1

穣
8 1，（Ｘ泊 円

1．併 3．9 99 1 ，朗 5，9 9 9 2 ，認乳 粉9 2．倍 1，‘粥 9 2，耶 5，99 9

以 下 （1 33，髄 6） （16 2，16 6 ） （19 0，の 3） （2 1 9．迫 3） （別 7，的 9）

第 ‘
4 7 ㈲ 0 円 1 胱札 0叩 1，：弘 1 鵬 1 7 05 9 9 9 2 朗 9 9 99 2 3 9 1 99 9
2

種
以 下 （お ，餌6）‘ （1 1 1．ｍ ） ．（1 4 2，1 6 6 ） （17 0．幻 3） （19 9，3 3）

申込

み の

種 類

団地 名

建 設

年 度

種

別

構　 造 聞　 取　 り 家　 貨

入 居
見 込
み
戸 数

入　 居

予 定 日

1 吉　 田

4 6 年
ｌ

ｒ云 中　 耐
6 、6 Ｄ Ｋ 7 ，外泊 円

5 戸

お 年 5 月

ｉ 種
苧階 建

6 、も 5 、 ｉ 1

4 9 年 混
Ａｒ
ｌコ

‾‾3 ＿Ｄ Ｋ 9，00 0 円 洪 年 3 月

．2 青　 田

44 年
2

種

簡　 耐

寧階 建

6 、3 、4 ．5 Ｋ 5．4∝ｌ円

7 戸

53 年 5 月

ｉ 4 ．5 、4 ．5、 ｉ Ｉ

4 9 年 4 ．5 、Ｋ 6 ，800 円 洪 年 3 月

3

28 年
1

種

木 造 平 6 、も 5 、3 Ｋ
4 ，3 00 円

7 戸

5 3 年 5 月

下　 二

垣　 添

頃　 未

ｌ

4 1年
筒 耐 平 6 、6 Ｄ Ｋ

1

5 ，2 00 円

ｌ

別こ年 3 月

3 0 年

1
2 木 造平 6 、も 5 Ｋ

3 ，50 0 円

7 戸

盟 年 5 月

猪　 熊 4 1年
穣 簡 耐 平 6 、4 ．5 Ｄ Ｋ ｉ

4，5∝〉円

ｉ

封 年 3 月

昭
和
等
度
通
増
経
等

㊥
受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
か
の
一
に
該
当
す
る
者

が
受
験
で
き
る
。

一
、
責
任
技
術
者
試
験
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
5
年
以
上
給
水
装
置
工
事

に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
者
（
た
だ
し

管
理
者
が
適
当
と
認
め
た
者
に
つ
い
て

は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）

一
、
配
管
工
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
3
年
以
上
給
水
装
麿
工
事
に
従
事

し
た
経
験
の
あ
る
者

㊥
願
書
受
付
・
3
月
1
3
日
～
1
8
日
（
正

午
ま
で
）
郵
送
不
可
　
験

輯
任
等
硝
試
験

受
験
頗
書
は
水
道
謀
で
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
受
一

伍

責

任

技

術

者

　

3

0

0

0

円

　

　

　

　

◎

㊥

蔀

皆

工

　

　

2

『

0

0

円

確　 別 日　　　 時 科　　　 目 場　 所

第 ナ任技術者 Ｉ朋畑
9 時30分
ｒ
（！水道関係法規

（2臆水装置工書
役　 場

次

試

験

ｔ2時30分 般計及び施行 東別館

配 管 工 3月3 日

第
1
】旺

9時30分
ｌ
ｌｌ時30分

実 技 試 験・
役 場 様

グランド窟 2
ｔ
4　時

琴

：冨

千住技術者
第二次試験合格者

に対 し本人あて通
面 接 試 験 役

〃こ
試 配 管 工

知及び役場掲示板 水道に関する
場験 に掲示 一般知識

験
手
続
そ
の
他
の
闘
い
合
せ
は
役
場
水
道
課
ま
で

費
任
技
術
者
・
配
管
工
講
習
会

▼
日
時
　
2
月
2
0
日
　
9
時
掛
分
～
1
7
粧

3
月
2
1
日
　
9
時
～
1
7
時

▼
場
所
　
役
場
東
別
館

▼
科
目

○
灯
日
年
前
の
部

『
水
巻
町
の
水
道
事
情
に
つ
い
て
　
㊥
水
道
法

㊥
水
巻
町
上
水
道
給
水
条
例

〇
割
日
午
後
の
部

県
営
住
宅
心

①
水
巻
町
水
道
課
指
定
工
事
店
規
程
　
㊥
水
巻
町
上
一

水
道
事
業
給
水
装
置
の
構
造
及
び
材
質
の
基
準
に
関
一

す
る
規
程
　
㊥
水
巻
町
上
水
道
事
業
給
水
装
置
工
事
一

施
行
要
綱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

0
2
1
日
　
技
術
関
係
講
習

テ
キ
ス
ト
は
希
望
者
に
当
日
配
軒
（
代
金
の
射
的
一

雨
呼
）

団地 名 建 設場 所 公募戸数 間 取　 り 入居 予 定 寅　 賃

本城 西
八 幡西 区

1 8 7
（量 ）

6．0 6 ．0 4 ．5 ＤＫ
蛤車用 下旬

（即

本　　 城 2 5，0 0 0

あ　 さ

ぎ　 り
中 同 市

4 1 〃 ′ 20 ，0 0 0

1 0 ° ° 16 ，50 0

2 0 6 ．0 4．5 4 ，5 ＤＫ ° 15 ，0 0 0

㊥
申
込
用
紙
の
交
付

の
交
付
先
　
北
九
州
土
木
事
務
所
（
折

尾
〕

脚
交
付
期
間
　
3
月
1
3
日
～
1
8
日

㊥
受
付
期
間
及
び
方
法

川
受
付
期
間
　
3
月
1
3
日
～
1
8
日

は
受
付
先
　
県
建
築
管
理
課

郵
送
は
3
月
1
8
日
ま
で
の
消
印
が
あ

る
も
の
ま
で
有
効

入
居
資
格
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
県

庁
建
築
管
理
課
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

タ
バ
コ
は

町
内
で
お
求
め
を

二
〇
本
人
タ
バ
コ
一
箱
で

二
四
円
が
町
の
収
入
に

「
写
牢
㌣
′
二
Ｃ

舶
廿
や
＼
‥
才
も
、

＼
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子
宮
ガ
ン
検
診

▼
目
時
　
3
月
2
4
日
9
時
1
1
1
時
3
0
分

と
1
3
時
～
1
4
時

▼
会
場
　
町
民
会
館

▼
対
象
者
　
3
0
歳
以
上
の
女
子
（
初
診

者
、
老
人
の
か
た
は
進
ん
で
受
け
て

く
だ
さ
い
）

▼
申
込
み
　
3
月
1
3
日
か
ら
（
定
員
に

た
っ
し
次
第
締
切
り
ま
す
）

▼
料
金
　
国
保
被
保
険
者
　
5
0
0
円

社
保
そ
の
他
被
保
険
者
1
0
0
0
円

成
人
病
教
室

▼
日
時
　
3
月
1
6
日

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

▼
会
場
　
遠
賀
保
健
所
栄
養
指
導
室

▼
内
容
　
成
人
病
教
室
の
反
省
と
食
生

活
指
導
、
血
圧
測
定
、
食
生
活
の

講
話
と
減
塩
食
調
理
実
習
試
食

昭
和
5
3
年
度

成
人
病
教
室
受
講
者
募
集

健
康
で
明
る
い
家
庭
設
計
、
町
作
り

の
た
め
多
数
の
か
た
が
参
加
し
ま
し
ょ

ナ
フ
。

▼
目
的

成
人
病
予
防
対
策
、
健
康
の
確
認

定
期
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
と
早
期

治
療
、
知
識
の
普
及

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
の
成
人

▼
内
　
容
　
講
演
、
定
期
検
診
、
精
密

検
診
、
食
生
活
指
導
（
調
理
実
習
）

健
康
相
談
指
導
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
等

▼
期
間
　
5
3
年
4
月
～
5
4
年
3
月
ま
で

毎
月
1
回

希
望
者
は
役
場
衛
生
係
で
受
付
け
て

い
ま
す
。

母
子
保
健
相
談

▼
目
時
　
3
月
1
7
日

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

▼
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

▼
内
容
　
育
児
及
家
族
計
画
相
談
指
導

（
体
重
・
身
長
計
測
）

町
建
設
工
事
な
ど

指
名
願
の
受
付
け

昭
和
五
十
三
年
度
水
巻
町
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
、
設
計
、
地
質
調

査
業
務
の
入
札
、
見
積
り
に
参
加
希
望

さ
れ
る
か
た
を
、
次
の
要
領
で
受
付
け

ま
す
の
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
　
4
月
1
日
～
1
5
日

▼
受
付
場
所
　
役
場
財
政
係

建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
の
様
式
及
び
、
入
札
参
加
の
資
格
な

ど
く
わ
し
い
こ
と
は
財
政
係
へ
。

水
巻
町
臨
時
職
員

の
登
録

町
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
中
の
臨

時
職
員
を
次
の
と
お
り
受
付
け
ま
す
。

臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
に
は
、

ま
ず
、
こ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
、
希
望
す
る
か
た
は
、
早
め
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
限
　
3
月
3
1
日
ま
で

▼
職
種
一
般
事
務
及
び
看
護
婦
、
タ

イ
ピ
ス
ト
、
保
母
な
ど
の
技
術
職

員

▼
資
格
　
性
別
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

▼
賃
金
一
般
事
務
の
場
合

ｌ

日

3

0

0

0

円

▼
手
続
き
役
場
人
事
係
に
履
歴
書
二
通
（
市

販
の
も
の
を
使
用
し
、
ペ
ン
書
き
必

ず
写
真
添
付
）
を
本
人
が
持
参
の
こ

と登
録
さ
れ
ま
す
と
、
町
が
必
要
な
と

き
に
、
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳

し
い
こ
と
は
、
人
事
係
（
奮
6
0
1
・

4
3
2
1
）
　
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
土
調
査
閲
覧

大
字
吉
田
地
区

役
場
国
土
調
査
係
で
は
大
字
吉
田
地

区
の
国
土
調
査
の
成
果
を
閲
覧
し
て
い

ま
す
。吉
田
地
区
の
土
地
所
有
者
の
か
た
で

ま
だ
閲
覧
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
3

月
1
7
日
ま
で
に
必
ず
閲
覧
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
閲
覧
期
限
　
3
月
1
7
日
（
土
、
日
曜

日
も
1
7
時
ま
で
）

▼
閲
覧
場
所
　
役
場
東
別
館

謡
曲
同
好
会
各
流
大
会

水
巻
町
謡
曲
同
好
会
で
は
各
流
派
が

合
同
で
年
に
一
度
発
表
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。謡
曲
に
興
味
の
あ
る
か
た
は
ど
う
ぞ

気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
3
月
1
2
日

9
時
3
0
分
～
1
6
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

′〝。”′”〟ノ〝〝〝′〟”′〟ソ‘一・ノ‘‘・′′’．・′〝独ソ′〝ｔ

国民健康保険

保
険
証

の
　
切
替

あ
な
た
が
今
持
っ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
証
（
か
き
色
）
は
、
今
年
の

三
月
末
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
（
黄
色
）
の
切
替

は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
3
0
Ｒ
～
．
4
月
1
日

9

時

～

1

6

時

（

4

月

1

日

は

1

2

時

ま
で
）

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
持
参
品
　
印
鑑
、
保
険
証

昭
和
五
十
二
年
度
分
の
国
民
健
康

保
険
税
を
ま
だ
納
め
て
い
な
い
か
た

は
、
こ
の
切
替
時
期
の
三
月
末
ま
で

に
納
め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

飼い犬のはな

しがいはやめ

ましょう

馳

へ

・
・
．
ヽ
Ｓ
ｈ
、
Ｐ
丈
ヽ
、
ｒ
Ｓ
ｌ
Ｈ
ｌ
く
ｒ
ｌ
Ｓ
ｌ
い
史
ｒ
ｌ
Ｈ
ｒ
Ｓ
Ｓ
．
．
．
・
ヽ
．
．
・
ヽ
、
．
・
、
ミ
ｌ
Ｓ
ｔ
Ｘ
さ
モ
ー
．
き
ざ
ざ
く
∫
ヽ
、
．
・
・
竜
．
・
、
き
く
Ｙ
ｎ
ｒ
ｌ
く
Ｈ
さ
Ｊ
ｒ
ｌ
ざ
ゞ
モ
ざ
一
Ｐ
ｌ
く
、
．
・
、
．
・
、
ヽ
、
・
，
ヽ
モ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｈ
ｒ
Ｓ
モ
い
虫
ｈ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｊ
Ｐ
モ
い
ｔ
、
・
、
ヽ
．
・
・
ヾ
、
・
，
ヽ
さ
い
ｌ
Ｓ
Ｓ
ｌ
ｎ
ｒ
ｌ
Ｈ
さ
Ｊ
Ｕ
ｌ
で
Ｈ
ｌ
ｌ
ざ
Ｓ
ｌ
ｎ
ｌ
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｊ
ｒ
モ
Ｓ
ｌ
こ
．
，
ヽ
√
ヽ
・
，
．
ヽ
ざ
ミ
Ｐ

飼
い
犬
は
必
ず
け
い
留
し
、
不
用
犬

は
捨
て
な
い
で
遠
賀
保
健
所
に
引
渡
し

て
く
だ
さ
い
。

第
三
水
曜
日
は

ヽ

「
防
犯
活
動
強
化
の
日
」

ーお　礼一
香典返しとして、次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ
りました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお礼申し
あげます。

粟屋光義殿
桝木鴻八郎殿
坂口寡正殿

坂梨サカエ殿
山本畢生殿

行正艶子殿

吉田三　　　故粟屋チカノ殿

吉田二　　　故桝木秋雄殿
頃　末　　　故坂口トリオ殿
吉田二　　　故坂梨芳人殿

下　二　　　故山本譲二殿
机　　　　　政行正種臣殿

日　曜　在　宅　医

3月12日　長谷山医院　眼　科　樋　　口　曾691・1017

3月19日　伊藤医院　皮膚科　　頃　　末　書691・0527

3月26日　渡辺医院　外　科　頃　末　書691・2616

4月2日　入江医院　外　科　　頃　　末　書601・3320

診察時間9時－17時、原則として往診はしません。

□
　
発
行
人
　
水
巻
町
良
　
伊
　
藤
　
衛

敲
酢
寡
私

㌻
水
巻
町
企
画
財
政
課
（
電
話
6
。
〔
軋
当

印
　
刷
　
冷
　
隼
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


